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(57)【要約】
【課題】表示映像の内容によらずに表示品位を保つこと
が可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】ＰＯＬ生成部４４において、外部からの映
像信号Ｄinの内容に応じて、複数種類の極性反転方式間
で表示駆動の際の極性反転方式を切り替えつつ、適用す
る極性反転方式に対応する極性反転信号ＰＯＬを生成す
る。また、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５
２によって、映像信号Ｄinと極性反転信号ＰＯＬとに基
づく駆動電圧を各画素２０の液晶素子ＬＣに対して印加
することにより、表示駆動を行う。これにより、表示映
像の内容に応じた適切な（対向電極電位の偏りを低減し
、色付き現象も低減あるいは回避することが可能な）極
性反転方式の選択が可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体としてマトリクス状に配置され、各々が液晶素子を有する複数の画素と、
　入力映像信号の内容に応じて、複数種類の極性反転方式間で表示駆動の際の極性反転方
式の切り替えを行いつつ、適用する極性反転方式に対応する極性反転信号を生成する極性
反転信号生成部と、
　前記入力映像信号と前記極性反転信号生成部により生成された極性反転信号とに基づく
駆動電圧を、各画素の液晶素子に対して印加することにより表示駆動を行う駆動部と
　を備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　前記極性反転信号生成部は、前記入力映像信号における空間的な映像パターンと、前記
複数種類の極性反転方式における空間的な極性反転パターンとの一致度を求めると共に、
その求めた一致度の大きさに応じて、表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行う
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記極性反転信号生成部は、前記入力映像信号における空間的な映像パターンと、前記
複数種類の極性反転方式のうちの１ドット反転方式における空間的な極性反転パターンに
対応するドット市松パターンとの一致度を求めると共に、その求めた一致度が所定の閾値
よりも高い場合には、１ドット反転方式以外の極性反転方式へ切り替える
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記１ドット反転方式以外の極性反転方式が、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式
または横２ドット反転方式である
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記極性反転信号生成部は、前記一致度を求める際に、水平ライン方向および垂直ライ
ン方向のそれぞれに沿って、一致度を求める
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記極性反転信号生成部は、表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行う際、前記一
致度が増加傾向にある場合には、その一致度が所定の第１閾値よりも高くなったときに極
性反転方式の切り替えを行う一方、前記一致度が減少傾向にある場合には、その一致度が
前記第１閾値よりも低く設定された第２閾値よりも低くなったときに、極性反転方式の切
り替えを行う
　請求項２ないし請求項５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記極性反転信号生成部は、表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行う際に、前記
入力映像信号が動画および静止画のいずれに対応するものであるかを考慮すると共に、前
記入力映像信号が静止画に対応するものである場合には、強制的に縦ライン反転方式へ切
り替える
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記極性反転信号生成部は、表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行う際に、前記
駆動部における温度情報を考慮すると共に、その温度情報が所定の閾値よりも高い場合に
は、強制的に１ドット反転方式以外の極性反転方式へ切り替える
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号に基づいて映像表示を行う液晶表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶を用いた表示素子（液晶素子）を駆動することによって映像表示を行う液晶
表示装置が広く活用されている。このような液晶表示装置では、ガラス等の基板間に封止
した液晶層において、液晶分子の配列を変化させることにより光源からの光を透過、変調
させて表示を行っている。
【０００３】
　ここで、従来のアクティブマトリクス型の液晶表示装置では、装置側Ｉ／Ｆ（インタフ
ェース）から入力される映像信号が、タイミングコントローラを介してソースドライバに
供給されることにより、常に装置側からの映像信号を表示し続けるようになっている。
【０００４】
　このような従来の駆動方式では、一般に表示画質を向上させるため、ソースドライバか
ら供給される駆動電圧において、隣接画素間の極性が互いに逆極性となっている（例えば
、特許文献１）。
【０００５】
【特許文献１】特許第３２４３９５０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、上記特許文献１等の従来の駆動方式では、ソースドライバから供給される駆動
電圧において、交流の切り替え周期は常に一定であった。すなわち、適用される極性反転
方式は、常に固定のものであった。ところが、そのように固定の極性反転方式を用いた液
晶表示装置では、その極性反転方式における極性反転パターンと、表示する映像パターン
とが空間的にほぼ一致するような場合には、表示品位が低下してしまうという問題があっ
た。すなわち、そのような場合には、対向電極電位に対して「＋（正極）」側または「－
（負極）」側の画素のみが点灯することになるため、対向電極電位がシフトしてしまい、
色付きが発生し易いという問題があった。
【０００７】
　具体的には、例えば図１７に示したように、極性反転方式として一般的な１ドット反転
方式を用いた場合において、ドット市松からなる映像パターンを表示するときには、１ド
ット反転方式における極性反転パターンと、表示する映像パターンとが空間的に一致する
ため、薄い緑や紫の色付きが発生してしまうという問題があった。
【０００８】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、表示映像の内容によらず
に表示品位を保つことが可能な液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、全体としてマトリクス状に配置され、各々が液晶素子を有す
る複数の画素と、入力映像信号の内容に応じて、複数種類の極性反転方式間で表示駆動の
際の極性反転方式の切り替えを行いつつ、適用する極性反転方式に対応する極性反転信号
を生成する極性反転信号生成部と、上記入力映像信号と上記極性反転信号生成部により生
成された極性反転信号とに基づく駆動電圧を、各画素の液晶素子に対して印加することに
より表示駆動を行う駆動部とを備えたものである。
【００１０】
　本発明の液晶表示装置では、入力映像信号の内容に応じて、複数種類の極性反転方式間
で表示駆動の際の極性反転方式が切り替えられつつ、適用する極性反転方式に対応する極
性反転信号が生成される。そして、上記入力映像信号とこの極性反転信号とに基づく駆動
電圧が、各画素の液晶素子に対して印加され、表示駆動が行われる。これにより、表示映
像の内容に応じた適切な極性反転方式の選択が可能となる。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明の液晶表示装置によれば、入力映像信号の内容に応じて複数種類の極性反転方式
間で表示駆動の際の極性反転方式を切り替えつつ、適用する極性反転方式に対応する極性
反転信号を生成すると共に、上記入力映像信号とこの極性反転信号とに基づく駆動電圧を
各画素の液晶素子に対して印加することにより表示駆動を行うようにしたので、表示映像
の内容に応じた適切な極性反転方式の選択が可能となる。よって、そのような適切な極性
反転方式を用いて極性反転表示を行うことにより、表示映像の内容によらずに表示品位を
保つことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置（液晶表示装置１）の全体構成を表
すものである。この液晶表示装置１は、液晶表示パネル２と、バックライト部３と、タイ
ミングコントローラ４と、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２と、バックライ
ト駆動部６とを備えている。
【００１４】
　液晶表示パネル２は、後述するソースドライバ５１およびゲートドライバ５２から供給
される駆動信号によって、外部から入力された映像信号Ｄinに基づく映像表示を行うもの
であり、マトリクス状に並んで配置された複数の画素２０を含んで構成されている。また
、各画素２０内には、後述する画素回路ユニットが形成されている。なお、この画素回路
ユニットの詳細構成については、後述する。
【００１５】
　バックライト部３は、液晶表示パネル２に対して光を照射する光源であり、例えばＣＣ
ＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp：冷陰極蛍光ランプ）やＬＥＤ（Light Emitting 
Diode：発光ダイオード）などを含んで構成される。
【００１６】
　タイミングコントローラ４は、Ｉ／Ｏ部４１と、タイミング生成部４２と、画像処理部
４３と、基準電源部４５と、ＤＣ／ＤＣコンバータ４６とを有している。このタイミング
コントローラ４は、外部から供給される映像信号Ｄin（輝度信号）、クロック信号ＣＬＫ
、データイネーブル信号ＤＥ、水平同期信号（水平リセット信号）Ｈｓｙｎｃおよび垂直
同期信号（垂直リセット信号）Ｖｓｙｎｃに基づいて、後述する所定の信号処理を施すこ
とにより、ＲＧＢ信号である映像信号Ｄoutと、ソースドライバ５１およびゲートドライ
バ５２において用いられるタイミング信号（後述するストローブ信号ＳＴＶおよび極性反
転信号ＰＯＬ）とを生成するものである。このタイミングコントローラ４はまた、外部か
らの電源電圧Ｖｃｃの供給に基づいて、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２に
おいて用いられる電圧を生成するようになっている。
【００１７】
　Ｉ／Ｏ部４１は、映像信号Ｄin、クロック信号ＣＬＫ、データイネーブル信号ＤＥ、水
平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎｃをそれぞれ入力し、タイミング生成
部４２へ供給するものである。
【００１８】
　タイミング生成部４２は、Ｉ／Ｏ部４１から供給された映像信号Ｄin、クロック信号Ｃ
ＬＫ、データイネーブル信号ＤＥ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎ
ｃに基づいて、所定の信号処理を行うものである。具体的には、映像信号Ｄinを画像処理
部４３へ供給すると共に、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２の表示タイミン
グ信号（後述するストローブ信号ＳＴＶおよび極性反転信号ＰＯＬ）を生成し、これらの
表示タイミング信号およびクロック信号ＣＬＫをソースドライバ５１およびゲートドライ
バ５２へ供給するものである。また、このような表示タイミング信号の生成動作のうち、
極性反転信号ＰＯＬの生成動作は、タイミング生成部４２内に設けられたＰＯＬ生成部４
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４が担うようになっている。なお、このＰＯＬ生成部４４の詳細構成については、後述す
る。
【００１９】
　画像処理部４３は、タイミング生成部４２から供給される映像信号Ｄinに対して所定の
画像処理（例えば、ホワイトバランス調整処理や、コントラスト改善処理など）を施すこ
とにより、ＲＧＢ信号である映像信号Ｄoutを生成するものである。
【００２０】
　基準電源部４５は、電源電圧Ｖｃｃに基づいて、ＤＣ／ＤＣコンバータ４６の基準電圧
である基準電圧Ｖｒｅｆを生成するものである。
【００２１】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ４６は、供給される基準電圧Ｖｒｅｆに基づいて所定の直流電圧
変換を行うことにより、ソースドライバ５１の電源電圧およびゲートドライバ５２におい
て用いられる電圧（ゲートオン電圧Ｖonおよびゲートオフ電圧Ｖoff）をそれぞれ生成し
、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２へ供給するものである。
【００２２】
　ソースドライバ５１は、タイミング生成部４２から供給されるタイミング信号（クロッ
ク信号ＣＬＫ、データイネーブル信号ＤＥおよび極性反転信号ＰＯＬ）に従って、画像処
理部４３から映像信号Ｄoutを入力すると共に、この映像信号Ｄoutに基づく駆動電圧（ソ
ース電圧）を液晶表示パネル２の各画素２０へ供給するものである。また、このソースド
ライバ５１は、ドライバ内の温度を検出する温度検出部５１１を含んでいる。この温度検
出部５１１は、そのような温度の検出結果を温度情報Ｔoutとして、タイミング生成部４
２内のＰＯＬ生成部４４へ供給するようになっている。
【００２３】
　ゲートドライバ５２は、タイミング生成部４２から供給されるタイミング信号（クロッ
ク信号ＣＬＫおよびストローブ信号ＳＴＶ）に従って、ＤＣ／ＤＣコンバータ４６からの
供給電圧（ゲートオン電圧Ｖonおよびゲートオフ電圧Ｖoff）に基づき、液晶表示パネル
２内の各画素２０を後述するゲート線に沿って線順次駆動するものである。なお、このゲ
ートドライバ５２の詳細構成については、後述する。
【００２４】
　バックライト駆動部６は、バックライト部３の点灯動作を制御するものであり、例えば
インバータ回路を含んで構成されている。
【００２５】
　次に図２を参照して、各画素２０に形成された画素回路ユニット（液晶表示素子）の構
成について詳細に説明する。図２は、画素２０内の画素回路ユニットの回路構成例を表し
たものである。なお、図中の符号ｍ，ｎはそれぞれ自然数を表しており、画素２０（ｍ，
ｎ）は、複数の画素２０のうちの座標（ｍ，ｎ）に位置する画素を表している。
【００２６】
　画素２０（ｍ，ｎ）には、主容量素子として機能する液晶素子ＬＣと、補助容量素子Ｃ
ｓと、ＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）とからなる画素回路ユニットが形成されている。また、こ
の画素２０（ｍ，ｎ）には、１本のゲート線Ｇ（ｎ）と、１本のソース線Ｓ（ｍ）と、１
本の補助容量線Ｃｓ（ｎ）とが接続されている。ゲート線Ｇ（ｎ）は、駆動対象の画素回
路ユニットを線順次で選択して、その画素回路ユニット内のＴＦＴ素子Ｑをゲートオン電
圧Ｖonにより選択的にオン状態にすると共に、このＴＦＴ素子Ｑをゲートオフ電圧Ｖoff
により選択的にオフ状態にするためのものである。ソース線Ｓ（ｍ）は、駆動対象の画素
回路ユニットに対し、その画素回路ユニット内のＴＦＴ素子Ｑを介して画像データ（映像
信号Ｄout）を供給するためのものである。補助容量線Ｃｓ（ｎ）は、ゲート線Ｇ（ｎ）
に沿って延在する各画素回路ユニット内の補助容量素子Ｃｓに接続されている。
【００２７】
　液晶素子ＬＣは、ソース線Ｓ（ｍ）からＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）を介して一端に供給さ
れる映像信号Ｄoutに応じて、表示のための動作を行う（表示光を射出する）表示要素と
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して機能している。この液晶素子ＬＣは、液晶層（図示せず）と、この液晶層を挟む一対
の電極（図示せず）とを含んで構成されている。これら一対の電極のうちの一方（一端）
側は、接続線Ｌ１を介してＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）のソースおよび補助容量素子Ｃｓの一
端に接続されている。また、一対の電極のうちの他方（他端）側は、コモン電極ＶＣＯＭ
に接続されている。なお、上記液晶層は、例えばＴＮ（Twisted Nematic）モードやＶＡ
（Vertical Alignment）モードの液晶などにより構成される。
【００２８】
　補助容量素子Ｃｓは、液晶素子ＬＣの蓄積電荷を安定化させるための容量素子である。
この補助容量素子の一端（一方の電極）は、接続線Ｌ１を介して液晶素子ＬＣの一端およ
びＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）のソースに接続されている。また、補助容量素子の他端（対向
電極）は、補助容量線Ｃｓ（ｎ）に接続されている。
【００２９】
　ＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）は、ＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor－Field Eff
ect Transistor）により構成されている。このＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）では、ゲートがゲ
ート線Ｇ（ｎ）に接続され、ソースが接続線Ｌ１を介して液晶素子ＬＣの一端および補助
容量素子Ｃｓの一端に接続され、ドレインがソース線Ｓ（ｍ）に接続されている。ＴＦＴ
素子Ｑ（ｍ，ｎ）は、液晶素子ＬＣの一端および補助容量素子Ｃｓの一端に対して映像信
号Ｄoutを供給するためのスイッチング素子として機能している。具体的には、ゲートド
ライバ５２からゲート線Ｇ（ｎ）を介して供給される選択信号（ゲート信号）に応じて、
ソース線Ｓ（ｍ）と画素２０（ｍ，ｎ）内の液晶素子ＬＣおよび補助容量素子Ｃｓの一端
同士との間を選択的に導通させる（オン状態にする）ようになっている。
【００３０】
　次に図３～図６を参照して、ＰＯＬ生成部４４の回路構成の詳細について説明する。図
３に示したように、ＰＯＬ生成部４４は、水平方向監視部４４１と、垂直方向監視部４４
２と、動画・静止画情報監視部４４３と、極性反転方式決定部４４４とを有している。な
お、ここでは、映像信号Ｄinが、赤色（Ｒ）表示用のＲ信号（赤色用映像信号Ｒｄａｔａ
）と、緑色（Ｇ）表示用のＧ信号（緑色用映像信号Ｇｄａｔａ）と、青色（Ｂ）表示用の
Ｂ信号（青色用映像信号Ｂｄａｔａ）とから構成されているものとする。
【００３１】
　このＰＯＬ生成部４４は、映像信号Ｄinの内容に応じて、複数種類の極性反転方式（こ
こでは、１ドット反転方式、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式および横２ドット反
転方式）間で表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行いつつ、適用する極性反転方式
に対応する極性反転信号ＰＯＬを生成するものである。具体的には、液晶表示パネル２に
おける水平ライン方向および垂直ライン方向のそれぞれに沿って、映像信号Ｄinにおける
空間的な映像パターンと、上記複数種類の極性反転方式における空間的な極性反転パター
ン（ここでは、一例として１ドット反転方式における空間的な極性反転パターン）との一
致度を求めると共に、その求めた一致度の大きさに応じて、表示駆動の際の極性反転方式
の切り替えを行うようになっている。
【００３２】
　水平方向監視部４４１は、水平ライン方向に沿って、映像信号Ｄinにおける空間的な映
像パターンと、１ドット反転方式における空間的な極性反転パターンに対応するドット市
松パターンとの一致度を求めるものである。この水平方向監視部４４１は、左右データ比
較部４４１Ａと、データ変化量監視部４４１Ｂと、デコーダ４４１Ｃとを有している。
【００３３】
　左右データ比較部４４１Ａは、水平ライン方向に沿って互いに隣接する左右の画素２０
同士において、映像信号Ｄinのデータを比較するものである。この左右データ比較部４４
１Ａは、図４に示したように、２つのフリップフロップ（ＦＦ）回路ＦＦ１１～ＦＦ１２
と、１つの排他的論理和回路ＥｘＯＲ１とを有している。ＦＦ回路ＦＦ１１では、データ
入力端子Ｄには映像信号Ｄinが入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入
力され、出力端子Ｑからは信号Ｓ１１が出力されている。ＦＦ回路ＦＦ１２では、データ
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入力端子Ｄには信号Ｓ１１が入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入力
され、出力端子Ｑからは信号Ｓ１２が出力されている。排他的論理和回路ＥｘＯＲ１では
、信号Ｓ１１，Ｓ１２がそれぞれ入力され、信号Ｓ１３が出力されている。
【００３４】
　データ変化量監視部４４１Ｂは、左右データ比較部４４１Ａにおける比較結果に基づい
て、左右の画素２０同士における映像信号Ｄinのデータの変化量を監視するものであり、
図４に示したように、バイナリーカウンタＣＮＴ１を有している。このバイナリーカウン
タＣＮＴ１では、リセット端子ＲＳＴには水平同期信号（水平リセット信号）Ｈｓｙｎｃ
が入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入力され、イネーブル端子ＥＮ
には、左右データ比較部４４１Ｂから出力される信号Ｓ１３が入力されている。バイナリ
ーカウンタＣＮＴ１は、後述する１Ｈ（水平）期間内における、水平ライン方向に沿った
映像信号Ｄinの空間的な映像パターンとドット市松パターンとの一致回数（一致度）をカ
ウントするためのものである。
【００３５】
　デコーダ４４１Ｃは、バイナリーカウンタＣＮＴ１の出力端子ＯＵＴから出力される信
号Ｓ１４をデコードし、そのデコード結果（水平ライン方向に沿った一致度）を極性反転
方式決定部４４４へ出力するものである。このデコーダ４４１Ｃには、例えば図４に示し
たように、４０％，６０％，８０％判定フラグ発生用の３つのデコーダが含まれている。
【００３６】
　一方、垂直方向監視部４４２は、垂直ライン方向に沿って、映像信号Ｄinにおける空間
的な映像パターンと、１ドット反転方式における空間的な極性反転パターンに対応するド
ット市松パターンとの一致度を求めるものである。この垂直方向監視部４４２は、図３に
示したように、監視場所特定部４４２Ｄと、上下データ比較部４４２Ａと、データ変化量
監視部４４２Ｂと、デコーダ４４２Ｃとを有している。
【００３７】
　監視場所特定部４４２Ｄは、上下データ比較部４４２Ａにおいて比較対象となる垂直ラ
イン（監視場所）を特定するものである。この監視場所特定部４４２Ｄは、例えば図５に
示したように、バイナリーカウンタＣＮＴ２１と、デコーダＤＥＣ２とを有している。バ
イナリーカウンタＣＮＴ２１では、リセット端子ＲＳＴには水平同期信号（水平リセット
信号）Ｈｓｙｎｃが入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入力され、イ
ネーブル端子ＥＮには、電源Ｖｃｃが入力されている（すなわち、「Ｈ（ハイ）状態」に
固定されている）。このバイナリーカウンタＣＮＴ２１は、後述する１Ｈ（水平）期間内
においてクロック信号ＣＬＫの数をカウントするためのものである。また、デコーダＤＥ
Ｃ２は、バイナリーカウンタＣＮＴ２１の出力端子ＯＵＴから出力される信号をデコード
することにより、設定された監視場所に対応する垂直ラインにおいて「Ｈ（ハイ）」状態
となる信号Ｓ２１を出力するものである。このデコーダＤＥＣ２には、例えば図５に示し
たように、互いに異なる垂直方向監視場所を特定するための３つのデコーダ（垂直方向監
視場所特定用１～３）が含まれている。
【００３８】
　上下データ比較部４４２Ａは、垂直ライン方向に沿って互いに隣接する上下の画素２０
同士において、映像信号Ｄinのデータを比較するものである。この上下データ比較部４４
２Ａは、図５に示したように、２つのＦＦ回路ＦＦ２１～ＦＦ２２と、１つの排他的論理
和回路ＥｘＯＲ２とを有している。ＦＦ回路ＦＦ２１では、データ入力端子Ｄには映像信
号Ｄinが入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入力され、イネーブル端
子ＥＮには、デコーダＤＥＣ２から出力される信号Ｓ２１が入力され、出力端子Ｑからは
信号Ｓ２２が出力されている。ＦＦ回路ＦＦ２２では、データ入力端子Ｄには信号Ｓ２２
が入力され、クロック端子ＣＫにはクロック信号ＣＬＫが入力され、イネーブル端子ＥＮ
には信号Ｓ２１が入力され、出力端子Ｑからは信号Ｓ２３が出力されている。排他的論理
和回路ＥｘＯＲ２では、信号Ｓ２２，Ｓ２３がそれぞれ入力され、信号Ｓ２４が出力され
ている。
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【００３９】
　データ変化量監視部４４２Ｂは、上下データ比較部４４２Ａにおける比較結果に基づい
て、上下の画素２０同士における映像信号Ｄinのデータの変化量を監視するものであり、
図５に示したように、アンド（論理和）回路ＡＮＤ２と、バイナリーカウンタＣＮＴ２２
とを有している。アンド回路ＡＮＤ２では、上下データ比較部４４２Ａから出力される信
号Ｓ２４と、水平同期信号（水平リセット信号）Ｈｓｙｎｃとが入力され、信号Ｓ２５が
出力されている。また、バイナリーカウンタＣＮＴ２２では、リセット端子ＲＳＴには垂
直同期信号（垂直リセット信号）Ｖｓｙｎｃが入力され、クロック端子ＣＫにはクロック
信号ＣＬＫが入力され、イネーブル端子ＥＮには、アンド回路ＡＮＤ２から出力される信
号Ｓ２５が入力されている。このバイナリーカウンタＣＮＴ２２は、後述する１Ｖ（垂直
）期間内における、垂直ライン方向に沿った映像信号Ｄinの空間的な映像パターンとドッ
ト市松パターンとの一致回数（一致度）をカウントするためのものである。
【００４０】
　デコーダ４４２Ｃは、バイナリーカウンタＣＮＴ２２の出力端子ＯＵＴから出力される
信号Ｓ２６をデコードし、そのデコード結果（垂直ライン方向に沿った一致度）を極性反
転方式決定部４４４へ出力するものである。このデコーダ４４２Ｃには、例えば図５に示
したように、４０％，６０％，８０％判定フラグ発生用の３つのデコーダが含まれている
。
【００４１】
　また、動画・静止画情報監視部４４３は、図３に示したように、映像信号Ｄinが動画お
よび静止画のいずれに対応するものであるかを随時監視と共に、その監視結果（動画・静
止画情報）を極性反転方式決定部４４４へ出力するものである。具体的には、例えばフレ
ーム単位で映像信号Ｄinにおける動きベクトルの変化量を監視することにより、動画・静
止画情報を求めるようになっている。
【００４２】
　極性反転方式決定部４４４は、図３に示したように、水平方向監視部４４１における監
視結果（水平ライン方向に沿ったパターンの一致度の大きさ）と、垂直方向監視部４４２
における監視結果（垂直ライン方向に沿ったパターンの一致度の大きさ）とに応じて、表
示駆動の際の極性反転方式を決定すると共に、その決定した極性反転方式に対応する極性
反転信号ＰＯＬを生成するものである。具体的には、ここでは例えば図６に示したような
判定用テーブル７を用いて、１ドット反転方式、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式
および横２ドット反転方式の４つの極性反転方式のうちから１つを選択して決定するよう
になっている。この判定用テーブル７は、水平ライン方向に沿ったパターンの一致度と垂
直ライン方向に沿ったパターンの一致度との乗算値（図中に示した百分率表示の値）の大
きさと、極性反転方式の切替の閾値（例えば、図中でハッチングした部分）との対応関係
を示したものである。また、極性反転方式決定部４４４は、このような極性反転方式の切
り替えを行う際には、動画・静止画情報監視部４４３による監視結果（動画・静止画情報
）と、ソースドライバ５１内の温度検出部５１１による温度検出結果（温度情報Ｔout）
とも考慮するようになっている。なお、極性反転方式４４４の詳細動作については、後述
する。
【００４３】
　次に図７を参照して、ゲートドライバ５２の回路構成の詳細について説明する。ゲート
ドライバ５２は、図７に示したシフトレジスタ部５２１と、図示しない出力部とを含んで
構成されている。
【００４４】
　シフトレジスタ部５２１は、タイミング生成部４２から供給されるストローブ信号ＳＴ
Ｖおよびクロック信号ＣＬＫに基づいて、順次異なるタイミングで「Ｈ」状態となるスト
ローブ信号ＳＴＶ１，ＳＴＶ２，ＳＴＶ３，ＳＴＶ４，…を生成するものである。このシ
フトレジスタ部５２１は、複数のフリップフロップ（ＦＦ）回路（例えば、図７に示した
ＦＦ回路ＦＦ４１～ＦＦ４５，…）を含んで構成されている。ＦＦ回路ＦＦ４１のデータ
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入力端子Ｄにはストローブ信号ＳＴＶが供給されると共に、各ＦＦ回路ＦＦ４１～ＦＦ４
５，…のクロック端子ＣＫには、クロック信号ＣＬＫが互いに並列に供給されるようにな
っている。また、ＦＦ回路ＦＦ４１のデータ出力端子Ｑからはストローブ信号ＳＴＶ１が
出力され、このストローブ信号ＳＴＶ１は、ＦＦ回路ＦＦ４２のデータ入力端子Ｄに供給
されるようになっている。同様に、ＦＦ回路ＦＦ２のデータ出力端子Ｑからはストローブ
信号ＳＴＶ２が出力され、このストローブ信号ＳＴＶ２は、ＦＦ回路ＦＦ４３のデータ入
力端子Ｄに供給されるようになっている。ＦＦ回路ＦＦ４３のデータ出力端子Ｑからはス
トローブ信号ＳＴＶ３が出力され、このストローブ信号ＳＴＶ３は、ＦＦ回路ＦＦ４４の
データ入力端子Ｄに供給されるようになっている。ＦＦ回路ＦＦ４４のデータ出力端子Ｑ
からはストローブ信号ＳＴＶ４が出力され、このストローブ信号ＳＴＶ４は、ＦＦ回路Ｆ
Ｆ４５のデータ入力端子Ｄに供給されるようになっている。
【００４５】
　なお、図示しない出力部は、シフトレジスタ部５２１から供給されるストローブ信号Ｓ
ＴＶ１，ＳＴＶ２，ＳＴＶ３，ＳＴＶ４，…およびＤＣ／ＤＣコンバータ４６から供給さ
れるゲートオン電圧Ｖonおよびゲートオフ電圧Ｖoffに基づいて、ゲートドライバ５２の
出力信号であるゲート信号（ゲート電圧ＶＧ（１），ＶＧ（２），…）を生成するもので
ある。
【００４６】
　ここで、ＰＯＬ生成部４４が本発明における「極性反転信号生成部」の一具体例に対応
する。また、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２が、本発明における「駆動部
」の一具体例に対応する。
【００４７】
　次に、本実施の形態の液晶表示装置１の作用および効果について説明する。
【００４８】
　まず、図１、図２、図７および図８を参照して、液晶表示装置１の基本動作について説
明する。
【００４９】
　この液晶表示装置１では、図１に示したように、タイミングコントローラ４において、
外部からの映像信号Ｄin、クロック信号ＣＬＫ、データイネーブル信号ＤＥ、水平同期信
号（水平リセット信号）Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号（垂直リセット信号）Ｖｓｙｎｃ
に基づいて所定の信号処理が施され、映像信号Ｄoutおよびタイミング信号（ストローブ
信号ＳＴＶおよび極性反転信号ＰＯＬ）が生成される。また、それと共に、電源電圧Ｖｃ
ｃの供給に基づいて、ソースドライバ５１およびゲートドライバ５２において用いられる
電圧が生成される。
【００５０】
　具体的には、まず、Ｉ／Ｏ部４１を介して入力したクロック信号ＣＬＫ、データイネー
ブル信号ＤＥ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて、タイ
ミング生成部４２が、ストローブ信号ＳＴＶおよび極性反転信号ＰＯＬをそれぞれ生成す
る。より具体的には、極性反転信号ＰＯＬは、タイミング生成部４２内のＰＯＬ生成部４
４において生成される。そして、ストローブ信号ＳＴＶは、クロック信号ＣＬＫと共にゲ
ートドライバ５２へ出力される。また、極性反転信号ＰＯＬは、クロック信号ＣＬＫおよ
びデータイネーブル信号ＤＥと共に、ソースドライバ５１へ出力される。また、それと共
に、映像信号Ｄinが画像処理部４３へ出力される。
【００５１】
　次に、画像処理部４３は、映像信号Ｄinに対して所定の画像処理（例えば、ホワイトバ
ランス調整処理や、コントラスト改善処理など）を施し、ＲＧＢ信号である映像信号Ｄou
tを生成する。
【００５２】
　一方、基準電源部４５により供給される基準電圧Ｖｒｅｆに基づいて、ＤＣ／ＤＣコン
バータ４６は直流電圧変換を行う。そして、生成されたソースドライバ５１の電源電圧が
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、ソースドライバ５１へ供給されると共に、生成されたゲートオン電圧Ｖonおよびゲート
オフ電圧Ｖoffがそれぞれ、ゲートドライバ５２へ供給される。
【００５３】
　ここで、ゲートドライバ５２は、タイミング生成部４２から供給されるストローブ信号
ＳＴＶおよびクロック信号ＣＬＫと、ＤＣ／ＤＣコンバータ４６から供給されるゲートオ
ン電圧Ｖonおよびゲートオフ電圧Ｖoffに基づいて、例えば図８に示したようなゲート電
圧を生成する。なお、この図８は、ゲートドライバ５２の動作をタイミング波形図で表し
たものであり、（Ａ）はクロック信号ＣＬＫを、（Ｂ）～（Ｆ）はストローブ信号ＳＴＶ
，ＳＴＶ１～ＳＴＶ４を、（Ｇ）～（Ｉ）はゲート信号Ｇ（１）～Ｇ（３）の電圧を示す
ゲート電圧ＶＧ（１）～ＶＧ（３）を、それぞれ表している。
【００５４】
　すなわち、ゲートドライバ５２では、まず、図７に示したシフトレジスタ部５２１にお
いて、ストローブ信号ＳＴＶおよびクロック信号ＣＬＫに基づき、例えば図８（Ｃ）～（
Ｆ）にそれぞれ示したようなタイミング波形（タイミングｔ１～ｔ６）からなるストロー
ブ信号ＳＴＶ１～ＳＴＶ４等が生成される。次に、図示しない出力部において、シフトレ
ジスタ部５２１から供給されるストローブ信号ＳＴＶ１，ＳＴＶ２，ＳＴＶ３，ＳＴＶ４
，…およびＤＣ／ＤＣコンバータ４６から供給されるゲートオン電圧Ｖonおよびゲートオ
フ電圧Ｖoffに基づいて、例えば図８（Ｇ）～（Ｉ）にそれぞれ示したようなタイミング
波形（タイミングｔ２～ｔ５）からなるゲート電圧ＶＧ（１），ＶＧ（２），ＶＧ（３）
，…が生成される。そして、そのようにして生成されたゲート電圧は、各ゲート線に沿っ
て液晶表示パネル２の各画素２０へ供給される。
【００５５】
　一方、ソースドライバ５１は、タイミング生成部４２から供給されるクロック信号ＣＬ
Ｋ、データイネーブル信号ＤＥおよび極性反転信号ＰＯＬに従って、画像処理部４３から
映像信号Ｄoutを入力し、この映像信号Ｄoutに基づく駆動電圧（ソース電圧）を生成する
。そして、そのようにして生成されたソース電圧は、ソース線に沿って液晶表示パネル２
の各画素２０へ供給される。また、ソースドライバ５１では、温度検出部５１１において
ドライバ内の温度が検出され、そのような温度の検出結果が温度情報Ｔoutとして、ＰＯ
Ｌ生成部４４へ供給される。
【００５６】
　ここで、ゲートドライバ５２およびソースドライバ５１から出力される各画素２０内へ
の駆動電圧（ゲート電圧およびソース電圧）によって、各画素２０に対する線順次表示駆
動動作が行われる。すなわち、映像信号Ｄoutに含まれる有効データ信号と、タイミング
生成部４２から供給される表示タイミング信号（クロック信号ＣＬＫ、データイネーブル
信号ＤＥ、極性反転信号ＰＯＬおよびストローブ信号ＳＴＶ）とに基づく駆動電圧が、各
画素２０の液晶素子に対して印加され、線順次表示駆動が行われる。具体的には、図２に
示した画素２０（ｎ，ｍ）内の画素回路ユニットでは、以下のようにして線順次表示駆動
動作がなされる。
【００５７】
　まず、ソースドライバ５１からソース線Ｓ（ｍ）を介して画素２０（ｍ，ｎ）用の映像
信号Ｄoutが供給されると共に、ゲートドライバ５２からゲート線Ｇ（ｎ）を介して画素
２０（ｍ，ｎ）用の選択信号（具体的には、ゲート電圧ＶＧ（ｎ）におけるゲートオン電
圧Ｖon）が供給されると、ゲート線Ｇ（ｎ）にパルス状の電位（ゲートオン電圧Ｖonの電
位）が発生する。これにより、ＴＦＴ素子Ｑ（ｍ，ｎ）がオン状態となり、接続線Ｌ１を
介して映像信号Ｄoutに基づく電流が流れ、液晶素子ＬＣおよび補助容量素子Ｃｓの一端
同士に電荷が蓄積される（画像データが供給される）。すなわち、映像信号Ｄoutに基づ
く電圧が、画素２０（ｍ，ｎ）内の液晶素子ＬＣおよび補助容量素子Ｃｓ（ｍ，ｎ）の両
端間にそれぞれ印加される。
【００５８】
　次に、ゲート線Ｇ（ｎ）により供給されるゲートオフ電圧ＶoffによってＴＦＴ素子Ｑ
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（ｍ，ｎ）が選択的にオフ状態となると、ソース線Ｓ（ｍ）からの映像信号Ｄoutの供給
が停止され、画素２０（ｍ，ｎ）内の液晶素子ＬＣおよび補助容量素子Ｃｓ（ｍ，ｎ）の
両端間の電圧が保持される。
【００５９】
　以上のような液晶表示パネル２における線順次表示駆動動作により、バックライト駆動
部６の駆動動作によりバックライト部３から照射される照明光が、液晶表示パネル２によ
り画素２０ごとに変調され、表示光として液晶表示パネル２から出力される。これにより
、映像信号Ｄinに基づく表示光により、映像表示がなされる。
【００６０】
　次に、図１、図２、図７および図８に加え、図３～図６および図９～図１６を参照して
、本発明の特徴的部分の１つである、ＰＯＬ生成部４４による極性反転信号ＰＯＬの生成
動作等の詳細について説明する。
【００６１】
　最初に、図９を参照して、液晶表示パネル２（映像信号Ｄin）における、水平期間（Ｈ
期間、水平ライン方向）および垂直期間（Ｖ期間、垂直ライン方向）と、有効データ領域
（有効データ期間）およびブランク領域（帰線期間、ブランク期間）との関係について説
明する。まず、外部から供給される映像信号Ｄinには、画像を表示するための有効データ
領域に対応する有効データ信号（ＲＧＢ信号）が含まれている。また、ブランク期間（水
平ブランク期間および垂直ブランク期間）では、映像信号Ｄinのデータは、常に一定状態
を保持するようになっている。
【００６２】
　ここで、本実施の形態のＰＯＬ生成部４４では、映像信号Ｄinの内容に応じて、複数種
類の極性反転方式（ここでは、１ドット反転方式、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方
式および横２ドット反転方式）間で、表示駆動の際の極性反転方式が切り替えられつつ、
適用する極性反転方式に対応する極性反転信号ＰＯＬが生成される。具体的には、まず、
液晶表示パネル２における水平ライン方向および垂直ライン方向のそれぞれに沿って、映
像信号Ｄinにおける空間的な映像パターンと、上記複数種類の極性反転方式における空間
的な極性反転パターンとの一致度が求められる。そして、その求めた一致度の大きさに応
じて、表示駆動の際の極性反転方式の切り替えがなされつつ、極性反転信号ＰＯＬが生成
される。
【００６３】
　このＰＯＬ生成部４４では、まず、水平方向監視部４４１において、例えば図１０に示
したようにして、映像信号Ｄinにおける空間的な映像パターンと、１ドット反転方式にお
ける空間的な極性反転パターンに対応するドット市松パターンとの水平ライン方向に沿っ
た一致度が、求められる。図１０は、水平方向監視部４４１の動作をタイミング波形図で
表したものであり、（Ａ）はクロック信号ＣＬＫを、（Ｂ）は映像信号Ｄin（赤色用映像
信号Ｒｄａｔａ、緑色用映像信号Ｇｄａｔａおよび青色用映像信号Ｂｄａｔａ）を、（Ｃ
）～（Ｆ）は図４中に示した信号Ｓ１１～Ｓ１４を、それぞれ表している。なお、ここで
は、水平ライン方向に沿って互いに隣接する左右の画素２０同士において、映像信号Ｄin
のデータ（空間的な映像パターン）が、市松パターンに近い状態となっている場合を挙げ
て説明する。
【００６４】
　この水平方向監視部４４１では、ＦＦ回路ＦＦ１１，ＦＦ１２により構成されたシフト
レジスタ回路により、図中のタイミングｔ１１～ｔ１３に示したように、映像信号Ｄin（
Ｒ／Ｇ／Ｂｄａｔａ）、信号Ｓ１１および信号Ｓ１２が１クロックずつずれた状態となる
。したがって、図中のタイミングｔ１１～１５,ｔ１６以降に示したように、映像信号Ｄi
nの映像パターンが市松パターンになっているときには、信号Ｓ１１，Ｓ１２が互いに反
対の状態（「Ｈ」状態と「Ｌ」状態との間で）となるため、排他的論理和回路ＥｘＯＲ１
の出力信号Ｓ１３が「Ｈ」状態となる。一方、図中のタイミングｔ１５～ｔ１６に示した
ように、映像信号Ｄinの映像パターンが市松パターンになっていないときには、信号Ｓ１
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１，Ｓ１２が互いに反対の状態となっていないため、排他的論理和回路ＥｘＯＲ１の出力
信号Ｓ１３が「Ｌ」状態となる。そして、バイナリーカウンタＣＮＴ１において、この信
号Ｓ１３が「Ｈ」状態のときのクロック信号ＣＬＫの数がカウントされることにより、図
１０（Ｆ）に示したように、１Ｈ（水平）期間内における、水平ライン方向に沿った映像
信号Ｄinの空間的な映像パターンとドット市松パターンとの一致回数（一致度）が、信号
Ｓ１４として出力される。また、デコーダ４４１Ｃでは、この信号Ｓ１４がデコードされ
、一致回数がそれぞれ４０％，６０％，８０％のときに、判定フラグとして、水平方向監
視部４４１における監視結果（水平ライン方向に沿ったパターンの一致度の大きさ）が出
力される。
【００６５】
　また、このような水平方向監視部４４１の動作と並行して、垂直方向監視部４４２では
、例えば図１１に示したようにして、映像信号Ｄinにおける空間的な映像パターンと、１
ドット反転方式における空間的な極性反転パターンに対応するドット市松パターンとの垂
直ライン方向に沿った一致度が、求められる。図１１は、垂直方向監視部４４２の動作を
タイミング波形図で表したものであり、（Ａ）はクロック信号ＣＬＫを、（Ｂ）はデータ
イネーブル信号ＤＥを、（Ｃ）は映像信号Ｄin（赤色用映像信号Ｒｄａｔａ、緑色用映像
信号Ｇｄａｔａおよび青色用映像信号Ｂｄａｔａ）を、（Ｄ）は水平同期信号（水平リセ
ット信号）Ｈｓｙｎｃを、（Ｅ）～（Ｊ）は図５中に示した信号Ｓ２１～Ｓ２６を、それ
ぞれ表している。垂直ライン方向に沿って互いに隣接する上下の画素２０同士において、
映像信号Ｄinのデータ（空間的な映像パターン）が、市松パターンとなっている場合を挙
げて説明する。
【００６６】
　この垂直方向監視部４４２では、まず、監視場所特定部４４２Ｄにおいて、上下データ
比較部４４２Ａにおいて比較対象となる垂直ライン（監視場所）が特定される。具体的に
は、バイナリーカウンタＣＮＴ２１において、１Ｈ（水平）期間内のクロック信号ＣＬＫ
の数がカウントされ、デコーダＤＥＣ２において、バイナリーカウンタＣＮＴ２１の出力
信号がデコードされる。これにより、図１１（Ｅ）に示したように、設定された監視場所
に対応する垂直ライン（ここでは、１Ｈ期間内の最初の（左端の）垂直ライン）において
「Ｈ」状態となる信号Ｓ２１が出力される。また、上下データ比較部４４２Ａでは、ＦＦ
回路ＦＦ２１，ＦＦ２２により構成されると共に信号Ｓ２１が「Ｈ」状態のとき（設定さ
れた監視場所のとき）に動作するシフトレジスタ回路により、図中のタイミングｔ２２，
ｔ２５に示したように、映像信号Ｄin（Ｒ／Ｇ／Ｂｄａｔａ）、信号Ｓ２２および信号Ｓ
２３が１クロックずつずれた状態となる。したがって、図中のタイミングｔ２２以降に示
したように、映像信号Ｄinの映像パターンが市松パターンになっているときには、信号Ｓ
２２，Ｓ２３が互いに反対の状態（「Ｈ」状態と「Ｌ」状態との間で）となるため、排他
的論理和回路ＥｘＯＲ２の出力信号Ｓ２４が「Ｈ」状態となる。次に、アンド回路ＡＮＤ
２では、この信号Ｓ２４と水平同期信号（水平リセット信号）Ｈｓｙｎｃとの論理和が演
算され、信号Ｓ２５として出力される。そして、バイナリーカウンタＣＮＴ２２において
、この信号Ｓ２４が「Ｈ」状態のときのクロック信号ＣＬＫの数がカウントされることに
より、図１１（Ｊ）に示したように、１Ｖ（垂直）期間内における、垂直ライン方向に沿
った映像信号Ｄinの空間的な映像パターンとドット市松パターンとの一致回数（一致度）
が、信号Ｓ２６として出力される。また、デコーダ４４２Ｃでは、この信号Ｓ２６がデコ
ードされ、一致回数がそれぞれ４０％，６０％，８０％のときに、判定フラグとして、垂
直方向監視部４４２における監視結果（垂直ライン方向に沿ったパターンの一致度の大き
さ）が出力される。
【００６７】
　また、これら水平方向監視部４４１および垂直方向監視部４４２の動作と並行して、動
画・静止画情報監視部４４３では、映像信号Ｄinが動画および静止画のいずれに対応する
ものであるかが随時監視され、その監視結果（動画・静止画情報）が極性反転方式決定部
４４４へ出力される。
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【００６８】
　そして、極性反転方式決定部４４４では、水平方向監視部４４１における監視結果（水
平ライン方向に沿ったパターンの一致度の大きさ）と、垂直方向監視部４４２における監
視結果（垂直ライン方向に沿ったパターンの一致度の大きさ）とに応じて、表示駆動の際
の極性反転方式が決定されると共に、その決定した極性反転方式に対応する極性反転信号
ＰＯＬが生成される。具体的には、例えば図１７に示したような１ドット反転方式と、例
えば図１２（Ａ）～（Ｃ）および図１３～図１６に示した縦２ドット反転方式、縦ライン
反転方式および横２ドット反転方式との間で、表示駆動の際の極性反転方式が切り換えら
れる。なお、図１２（Ａ）および図１３は、縦２ドット反転方式による表示駆動の一例を
表したものである。また、図１２（Ｂ）および図１４は、縦ライン反転方式による表示駆
動の一例を表したものである。また、図１２（Ｃ）および図１５は、横２ドット反転方式
による表示駆動の一例を表したものである。ただし、図１５に示したタイミング波形は、
図１７に示した１ドット反転方式のものと同様のタイミング波形となっている。
【００６９】
　ここでは、極性反転方式決定部４４４は、例えば図６に示したような判定用テーブル７
を用いて、１ドット反転方式、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式および横２ドット
反転方式の４つの極性反転方式のうちから１つを選択して決定する。具体的には、例えば
水平ライン方向に沿ったパターンの一致度と垂直ライン方向に沿ったパターンの一致度と
の乗算値（画面全体に占める市松パターンの割合；市松パターンの占有率）が、切替閾値
である４８％以上のときには、表示駆動の際の極性反転方式を、１ドット反転方式以外の
極性反転方式へ切り替える。具体的には、ここでは、１ドット反転方式以外の極性反転方
式として、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式または横２ドット反転方式へ切り換え
る。これにより、１ドット反転方式における極性反転パターンと表示する映像パターンと
の空間的な一致に起因する対向電極電位の偏りが低減され、薄い緑や紫の色付き現象も低
減あるいは回避される。
【００７０】
　なお、例えば、水平ライン方向に沿ったパターンの一致度が高いが、垂直ライン方向に
沿ったパターンの一致度が小さい場合には、映像パターンが縦線パターンでると判断する
ことができる。よって、そのような場合、極性反転方式決定部４４４は、表示駆動の際の
極性反転方式を、縦ライン反転方式以外の極性反転方式へ切り替える。これにより、縦ラ
イン反転方式における極性反転パターンと表示する映像パターンとの空間的な一致に起因
する対向電極電位の偏りが低減され、色付き現象も低減あるいは回避される。
【００７１】
　また、極性反転方式決定部４４４は、このような極性反転方式の切り替えを行う際に、
動画・静止画情報監視部４４３による監視結果（動画・静止画情報）も考慮している。具
体的には、映像信号Ｄinが動画に対応するものである場合には、１ドット反転方式や縦２
ドット反転方式に決定することにより、動画表示の際の画質を向上させつつ、映像信号Ｄ
inが静止画に対応するものである場合には、強制的に縦ライン反転方式へと切り替える。
これにより、これにより、画質を考慮しつつ、１垂直期間内での極性反転方式の切替回数
が抑えられることにより消費電力が抑えられる。
【００７２】
　さらに、極性反転方式決定部４４４は、極性反転方式の切り替えを行う際に、ソースド
ライバ５１内の温度検出部５１１による温度検出結果（温度情報Ｔout）も考慮している
。具体的には、その温度情報Ｔoutが所定の温度閾値よりも高い場合には、強制的に１ド
ット反転方式以外の極性反転方式（ここでは、縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式ま
たは横２ドット反転方式）へ切り替える。これにより、極性反転切替の頻度に起因したソ
ースドライバ５１内での発熱が軽減される。
【００７３】
　ここで、これらのような極性反転方式の切替の際には、例えば図１６に示したように、
ヒステリシスを用いるようにするのが好ましい。具体的には、表示駆動の際の極性反転方
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式の切り替えを行う際に、パターンの一致度が増加傾向にある場合には、その一致度が所
定の第１閾値ＤthH（例えば、４８％）よりも高くなったときに極性反転方式の切り替え
を行う一方、パターンの一致度が減少傾向にある場合には、その一致度が上記第１閾値よ
りも低く設定された第２閾値ＤthL（例えば、２４％）よりも低くなったときに、極性反
転方式の切り替えを行うようにする。このように構成した場合、切替閾値付近での高頻度
の極性反転方式の切替動作が回避され、表示動作が安定化する。
【００７４】
　以上のように本実施の形態では、外部からの映像信号Ｄinの内容に応じて複数種類の極
性反転方式間で表示駆動の際の極性反転方式を切り替えつつ、適用する極性反転方式に対
応する極性反転信号ＰＯＬを生成すると共に、映像信号Ｄinとこの極性反転信号ＰＯＬと
に基づく駆動電圧を各画素２０の液晶素子ＬＣに対して印加することにより表示駆動を行
うようにしたので、表示映像の内容に応じた適切な（対向電極電位の偏りを低減し、色付
き現象も低減あるいは回避することが可能な）極性反転方式の選択が可能となる。よって
、そのような適切な極性反転方式を用いて極性反転表示を行うことにより、表示映像の内
容によらずに表示品位を保つことが可能となる。
【００７５】
　具体的には、ＰＯＬ生成部４４において、映像信号Ｄinにおける空間的な映像パターン
と、複数種類の極性反転方式における空間的な極性反転パターンとの一致度を求めると共
に、その求めた一致度の大きさに応じて表示駆動の際の極性反転方式の切り替えを行うよ
うにしたので、上記のような効果を得ることが可能となる。
【００７６】
　また、極性反転方式決定部４４４において、極性反転方式の切り替えを行う際に、ソー
スドライバ５１内の温度検出部５１１による温度検出結果（温度情報Ｔout）も考慮する
と共に、その温度情報Ｔoutが所定の温度閾値よりも高い場合には強制的に１ドット反転
方式以外の極性反転方式へ切り替えるようにしたので、極性反転切替の頻度に起因したソ
ースドライバ５１内での発熱が軽減することができる。よって、長期信頼性も確保するこ
とが可能な液晶表示装置を実現することができる。
【００７７】
　以上、実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明はこの実施の形態に限定される
ものではなく、種々の変形が可能である。
【００７８】
　例えば、上記実施の形態では、映像信号Ｄinにおける空間的な映像パターンと、１ドッ
ト反転方式における空間的な極性反転パターンに対応するドット市松パターンとの一致度
を求める場合について説明したが、他の極性反転パターンとの一致度を求めて極性反転方
式の切替を行うようにしてもよい。
【００７９】
　また、上記実施の形態では、複数種類の極性反転方式として、１ドット反転方式、縦２
ドット反転方式、縦ライン反転方式および横２ドット反転方式の４つを挙げて説明したが
、切替対象となる極性反転方式は、これらには限られない。
【００８０】
　さらに、上記実施の形態では、１種類のゲートオフ電圧Ｖoffを用いて表示駆動を行う
場合について説明したが、例えば、複数種類のゲートオフ電圧を用いて表示駆動を行う（
例えば、３値駆動など）ようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２】図１に示した各画素内に形成された画素回路ユニットの詳細構成を表す回路図で
ある。
【図３】図１に示したＰＯＬ生成部の詳細構成を表すブロック図である。
【図４】図３に示した水平方向監視部の詳細構成を表す論理回路図である。
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【図５】図３に示した垂直方向監視部の詳細構成を表す論理回路図である。
【図６】図３に示した極性反転方式決定部において用いられる判定用テーブルの一例を表
す図である。
【図７】図１に示したゲートドライバに含まれるシフトレジスタ部の構成を表す論理回路
図である。
【図８】ゲートドライバの動作を説明するためのタイミング波形図である。
【図９】水平期間および垂直期間と有効データ領域（有効データ期間）およびブランク期
間との関係を説明するための模式図である。
【図１０】図４に示した水平方向監視部の動作を表すタイミング波形図である。
【図１１】図５に示した垂直方向監視部の動作を表すタイミング波形図である。
【図１２】縦２ドット反転方式、縦ライン反転方式および横２ドット反転方式において市
松表示を行った場合について説明するための模式図である。
【図１３】縦２ドット反転方式の場合の表示動作例を表すタイミング波形図である。
【図１４】縦ライン反転方式の場合の表示動作例を表すタイミング波形図である。
【図１５】横２ドット反転方式の場合の表示動作例を表すタイミング波形図である。
【図１６】極性反転方式の切り替えの際のヒステリシスについて説明するための特性図で
ある。
【図１７】従来の液晶表示装置において用いられている１ドット反転方式において市松表
示を行った場合について説明するための模式図である。
【符号の説明】
【００８２】
　１…液晶表示装置、２…液晶表示パネル、２０，２０（ｍ，ｎ）…画素、３…バックラ
イト部、４…タイミングコントローラ、４１…Ｉ／Ｏ部、４２…タイミング生成部、４３
…画像処理部、４４…ＰＯＬ生成部、４４１…水平方向監視部、４４１Ａ…左右データ比
較部、４４１Ｂ…データ変化量監視部、４４１Ｃ…デコーダ、４４２…垂直方向監視部、
４４２Ａ…上下データ比較部、４４２Ｂ…データ変化量監視部、４４２Ｃ…デコーダ、４
４２Ｄ…監視場所特定部、４４３…動画・静止画情報監視部、４４４…極性反転方式決定
部、４５…基準電源部、４６…ＤＣ／ＤＣコンバータ、５１…ソースドライバ、５１１…
温度検出部、５２…ゲートドライバ、５２１…シフトレジスタ部、６…バックライト駆動
部、７…判定用テーブル、Ｄin…（入力）映像信号、Ｄout…（出力）映像信号、Ｒｄａ
ｔａ…赤色用映像信号、Ｇｄａｔａ…緑色用映像信号、Ｂｄａｔａ…青色用映像信号、Ｃ
ＬＫ…クロック信号、ＤＥ…データイネーブル信号、Ｈｓｙｎｃ…水平同期信号（水平リ
セット信号）、Ｖｓｙｎｃ…垂直同期信号（垂直リセット信号）、ＳＴＶ，ＳＴＶ１～Ｓ
ＴＶ４…ストローブ信号、ＰＯＬ…極性反転信号、Ｖｃｃ…電源電圧、Ｖｒｅｆ…基準電
圧、Ｖon…ゲートオン電圧、Ｖoff…ゲートオフ電圧、Ｔout…温度情報、ＤthL，ＤthH…
データ変化量閾値、ＬＣ…液晶素子、Ｃｓ，Ｃｓ（ｍ，ｎ）…補助容量素子、Ｑ，Ｑ（ｍ
，ｎ）…ＴＦＴ素子、Ｌ１…接続線、Ｇ（ｎ）…ゲート線、Ｓ（ｍ）…ソース線、Ｃｓ（
ｎ）…補助容量線、ＶＣＯＭ…コモン電極、ＦＦ１１～ＦＦ１２，ＦＦ２１～ＦＦ２２，
ＦＦ４１～Ｆ４５…フリップフロップ（ＦＦ）回路、ＣＮＴ１，ＣＮＴ２１，ＣＮＴ２２
…バイナリーカウンタ、ＤＥＣ２…デコーダ、ＡＮＤ２…アンド（論理積）回路、ＥｘＯ
Ｒ１，ＥｘＯＲ２…排他的論理和回路、Ｓ１１～Ｓ１４，Ｓ２１～Ｓ２６…信号、ＶＧ（
１）～ＶＧ（３）…ゲート電圧、ｔ１～ｔ６，ｔ１１～ｔ１６，ｔ２１～ｔ２８…タイミ
ング。
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